
尚絅ボランティア支援センター

お米を食べて
天然地下水を育む

平成26年４月に開設した尚絅ボランティア支援センターは、
学生の自主的なボランティア活動を支援するとともに、
学生主体の地域貢献プログラムを策定、実践していくことを
目的としています。今後は、県内のさまざまな機関（行政、
NPO、ボランティア団体等）と連携し、本学のさらなる活性
化を目指した取組みを行っていく予定です。皆様からの
ボランティアの依頼も受け付けております。詳しくは本学
ホームページをご覧ください。

尚絅子育て研究センター

尚絅食育研究センター

尚絅子育て研究センターでは、毎年、夏に公開シンポジウムを開催して
おります。昨年は、保育者かつ写真家として著名な小西貴士さんをお
迎えし、スライドショー「子どもと森へ出かけてみれば」を実施しました。
自分のピントは本当の子どもの姿をとらえているのか、私たちは子どもの
願いに応える暮らしをしているのか、参加者の一人ひとりが自分の
生き方を振りかえる貴重な機会に恵まれました。今年は、8月10日（日）に
保育のなかにある希望をさがすシンポジウムを企画しております。

学生支援講座が開催されました。

シンガポール修学旅行に行ってきました。

熊本城遠足に行ってきました。（年長組）
平成26年５月２７日（火）に年長組は熊本城に遠足に行きました。石垣を眺めながら、大きな階段を張り
切って歩きました。西大手門の大きな扉に驚き、天守閣を見上げ観光客に「やっほー」「ここだよ」と手を
振ったり、塀の壁に設けられている狭間を覗きながら「おーい」と叫んだりしました。「４００年前にお殿様
が住んでいたんだって・・」「忍者もいたよ」大昔の歴史に触れ想像をめぐらせた子ども達でした。

■尚絅大学文化言語学部／文化言語学科
  山中 守（教授）  所 吉彦（教授）  小沢 日美子（教授）
■尚絅大学生活科学部／栄養科学科
  守田 真里子（准教授）  川野 美智代（准教授）  
  當房 浩一（助手）  田中 康介（助手）
■尚絅大学短期大学部／総合生活学科
  河村 諒（助教）
■尚絅大学短期大学部／食物栄養学科
  礒野 有里恵（助手）

■尚絅大学短期大学部／幼児教育学科
  曽田 裕司（准教授）  金澤 香代子（准教授）  
  森 みゆき（講師）
■尚絅大学短期大学部附属幼稚園
  佐藤 茉子（教諭）
■尚絅高等学校
  川﨑 祐太（講師）  藤田 真実（講師）
■尚絅中学校
  永畑 清（講師）

■尚絅大学／楡木キャンパス
  秋好 美佳（職員）  中野 友美（職員）
■尚絅大学／九品寺キャンパス
  山本 愛子（職員）  岡村 成紗（職員）
■尚絅中学高等学校
  木村 茂樹（事務長）
■尚絅中学高等学校
  森田 早紀（職員）

新入生を対象に「自己防衛と防犯対策について」「身近な人からの暴力～セクシャルハラスメントと
デートDV～」「身近な消費者トラブルを考えよう」「女性と健康」「薬物乱用防止」について専門の
先生をお招きし、講座を実施しました。
受講した学生達は、自分たちには関係のない話ではなく、私たち自身が加害者にも被害者にもなる
かもしれないということを学びました。

書道パフォーマンスを披露しました。〈曲水の宴〉
平成26年5月4日（日）熊本市北区龍田町にある代継宮で開かれた“曲水の宴”で文化
言語学部文化言語学科書道コースの3年生2名が書道パフォーマンスを披露しました。
平安時代の宮中行事を今に再現するもので、曲水の小川に盃を浮かべて十二単の
歌人らが歌題にあわせて歌を詠む、大変雅な催しです。今年の課題の「蛍」、「柳」を
大きな筆で書き上げました。

平成２６年３月４日（火）から８日（土）にかけて、中高一貫３年生がシンガポール修学旅行に
行ってきました。海外は初めてという生徒が多く、みんな事前学習からドキドキでしたが、３泊
５泊の旅行中は大きなケガや病気もなく、それぞれに充実した時間を過ごすことができました。
修学旅行を経験した生徒たちは英語学習への興味が一層高まりました。また、今年度から高
校生の修学旅行の１コースとしてもシンガポールが加わり、中学高校で今後さらに国際交流等
の発展が期待されます。

クラス全員１年間無欠席
一昨年度の旧３年３組幼児教育クラスに引き続き、平成２５年度は３年幼児教育ク
ラスと１年特進クラスの２クラスが全員１年間無欠席を達成しました。１年間、全員が
無欠席に至るまでは、毎日登校するのに不安になる生徒もいたり、体調管理を徹底
して行ったりなど様々な苦労があったようです。1学期を乗り越え2学期になったとき、
さらにクラスの団結力が加わり、お互いが支えあって達成されました。ＴＫＵにも２年
連続取材を受け放映されました。今後も続いて欲しい嬉しい出来事です。

新任教職員紹介

熊本パールライスとの連携企画として、世界に誇る
くまもとの水を育むお米“水の恵み”を使った
新商品作りにチャレンジしました。

設立の第一弾    環境活動の一環として取り組みました。

活動の記録

熊本パールライス
株式会社

尚絅大学
尚絅大学短期大学部 ＆

何度も試作を繰り返し、野菜やサツマイモなどが入った

ワクワク野菜ごはん3種類と太平燕ご飯を作成!

附属幼稚園への「おにぎり」配付と

ミニ食育も行いました!
4種ごはんの詰め合わせは来場者の間で

大変好評で、販売早々に全て完売しました!

イベントリポート特集

ことば：谷川俊太郎　
写真：小西貴士（こどものとも　福音館書店）

昨年のシンポジウムの様子

日時／平成26年8月10 (日)　9 :30～12 : 0 0
会場／尚絅大学楡木キャンパス管理棟5階

【今後の主催事業のお知らせ】

（1）熊本市障がい者サポーター講座
（2）熊本県認知症サポーター養成講座

両キャンパスで
秋に実施予定

｢おとなもこどもも心底笑える保育にむけて｣

平成26年5月10日（土）、11日（日）の２日間、熊本市動植物園エリアで開催されたイベント『わくわく江津湖フェスタ TKUの日』で、生活科学部栄養科学科、
短期大学部食物栄養学科の学生が「お米を食べて天然地下水を育む」をテーマに、熊本パールライス株式会社と連携し、世界に誇る熊本の水を育む
お米“水の恵み”を使った新商品作りにチャレンジしました。水環境教育の一環として、地下水かん養効果がある土地のお米を食べることで、農業を
守り地下水を守るウォーターオフセットについて考え、その米を使用したメニューの企画と提供を行い、食育の一つとして本学尚絅食育研究センターを
中心に取り組んだものです。また、ウォーターオフセットに普段から取り組んでいる短期大学部総合生活学科の学生も販売当日は一緒に参加しました。

食物栄養学科
商品考案中

生活科学部の
試作風景 長蛇の列！！

高橋 光幸
東京都墨田区
公立保育園保育士

講師 平松 知子
けやきの木保育園
園長

講師

公開
シンポジウム
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